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新生活のスタートを機に、資産形成を始めようと考えている方もいらっしゃるのでは

ないでしょうか。「どんな投資信託が良い？」と、まず商品選びをしてしまいそうです

が、資産形成の「はじめの一歩」として正しいアクションとはいえません。

当コラムでは、過去2回にわたり、資産形成の始め方を取り上げました。（こちらからお

読みいただけます）ポイントは、資産形成は「いくらつくりたいか」という目標を思い描くこ

とから始めること。そして、元本は「いまあるお金（一括投資可能額）」だけでなく、「こ

れからコツコツ用意するお金（積立投資）」の2通りで考えることだとお話しました。

少額でお手軽に始めることができる、という点にばかり注目が集まっている積立投資。

実は、資産形成のために積立投資を行なう場合に注目すべきは、「少額でお手軽

に」という部分ではありません。

今回は、あらためて積立投資について整理したいと思います。

資産形成のはじめの一歩。
制度も活用した「本気の積立」をオススメします

https://www.nikkoam.com/fund-academy/koyomi
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正直なところ、「少額」の積立投資では・・・

下表（図-1）は、固定利回りで積立投資を行なった場合のシミュレーションです。たと

えば、毎月1万円ずつ20年間続けた場合、元本は1万円×12ヵ月×20年で240万
円となります。もし仮に、年4%の利回りで運用できれば、投資成果は368万円。年

8%であれば、成果は593万円です。いずれも、預貯金には期待できない大きな成

果です。

しかし、資産形成を始めるときに決めた「●●万円つくりたい」という目標額と比べる

とどうでしょうか。積立月額1万円の生む投資成果では、仮に年8％の利回りがあっ

たとしても、目標額と大きな乖離があることを実感するのではないでしょうか。

●計算は1ヵ月複利計算で、税金・手数料等は考慮していません。●資産運用に関する考え方を示すことを目的としたものであり、特定の商品の利回り
等を保証・示唆するものではありません。

（図-1）固定利回りでの毎月積立“皮算用”―コツコツはいくらになるのか？

期間と
年利回り

10年
【元本：120万円】

20年
【元本：240万円】

30年
【元本：360万円】

積立月額 4% 8% 4% 8% 4% 8%

1万円 148万円 184万円 368万円 593万円 696万円 1,500万円

とはいえ、「積立投資で目標達成は難しい」と結論づけるのは早計といえます。
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期間と
年利回り 10年 20年 30年

積立月額 4% 8% 4% 8% 4% 8%
1万円 148万円 184万円 368万円 593万円 696万円 1,500万円

2万円 295万円 368万円 736万円 1,186万円 1,393万円 3,001万円

3万円 443万円 552万円 1,104万円 1,779万円 2,089万円 4,501万円

5万円 739万円 921万円 1,840万円 2,965万円 3,482万円 7,501万円

7万円 1,034万円 1,289万円 2,576万円 4,151万円 4,875万円 10,502万円

10万円 1,477万円 1,842万円 3,680万円 5,929万円 6,964万円 15,003万円

さらに高い利回りを求める？いえいえ、積立月額を引き上げましょう

もし仮に、積立月額を5万円に引き上げると、先ほどと同じ条件で、成果は1,840万
円。年8%なら、2,965万円になります。投資金額が5倍になったので、投資成果も

それぞれ5倍になっただけなのですが、あらためて考えていただきたいのは、目標

額との「差」です。積立月額5万円であれば、目標達成が「見えてくる」という方も少

なくないのではないでしょうか。このように、積立投資は、本気の金額で、「本気の積

立」を行なう必要があるのです。

もちろん下表（図-2,前ページ図-1も同様）は、固定利回りのシミュレーションですから、リ

ターンが一定にはならない投信積立において、表のとおりにお金が殖えていくことは

ありません。ただ、「（決してラクではないけど）本気の金額で始めてみようか！」と前

向きな気持ちになる“皮算用”こそが大切だと考えています。

●計算は1ヵ月複利計算で、税金・手数料等は考慮していません。●資産運用に関する考え方を示すことを目的としたものであり、特定の商品の利回り
等を保証・示唆するものではありません。

（図-2）固定利回りでの毎月積立“皮算用”―コツコツはいくらになるのか？
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制度を賢く活用した 「本気の積立」をオススメします

「本気の積立」には、2つの制度を賢く活用しましょう。具体的には、iDeCo（少額投

資非課税制度）とつみたてNISA（ニーサ）です。いずれも投資信託を使った資産

形成を国がサポートするものであり、拠出金が全額所得控除されたり、非課税期間

が設けられていたりとさまざまなメリットがあるので、有効に活用したい制度です。い

ずれの制度も毎月の拠出限度額が定められているので、制度の活用だけでは、目

標額に届かなそうな場合は、さらに追加を検討することをお忘れなく。2つの制度を

フルに活用し、本気のお金で、「本気の積立」を行なうことが、積立投資のポイント

なのです。

iDeCo （イデコ／個人型確定拠出年金） つみたてNISA
 年金や一時金の受け取りは60歳以降しか

できない代わりに、拠出金の所得控除と非
課税投資ができる「自分年金投資枠」。

 会社の企業年金の形態によっては、大企
業を中心に「実は制度を使えない会社員」
も多かったが、2022年10月からは、ほぼ全
ての会社員に加入が認められるように。自
営業者や公務員、主婦は利用可能。

 拠出限度額は、加入資格区分（国民年金
の被保険者の第1号～第3号の種別や勤
め先の企業年金の違い）によって異なるが、
会社員の場合月1.2～2.3万円。（自営業
者は6.8万円）

 2018年から始まった新しいNISA－少額投
資非課税制度。

 日本に居住している20歳以上であれば利
用できる。従来のNISA（年120万円×非課
税期間5年）との選択制のため、同じ年に両
方を使うことはできない。

 年40万円を限度に20年間の非課税期間。
非課税投資枠は20年間で最大800万円。
拠出限度額は、月約3.3万円程度。

各種報道をもとに日興アセットマネジメントが作成
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